
 

 

自民党勉強会での発言に対する日本新聞協会編集委員会声明 

２０１５年６月２９日 

 

６月２５日に開かれた自民党の若手議員による勉強会「文化芸術懇話会」

において、安全保障法制等に関する一部報道をめぐり、出席議員から「マス

コミをこらしめるために広告料収入をなくすよう働きかけるべきだ」との発

言があり、招かれた講師からも「沖縄の二つの新聞をつぶさないといけない」

との発言があったことは、極めて深刻な問題である。特に政権与党の所属議

員でありながら、憲法２１条で保障された表現の自由をないがしろにした発

言は、報道の自由を否定しかねないもので到底看過できず、日本新聞協会編

集委員会として強く抗議する。 

わたしたちは、民主主義の根幹である表現の自由、報道の自由を弾圧する

かのような動きに断固反対するとともに、多様な言論で「国民の知る権利」

に応えていく。 

 


